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遠野市わらすっこ議員 

遠野小学校 荒
あら

矢
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 遠野北小学校 小原
お ば ら

 千
ち
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 綾織小学校 仲宗根
な か そ ね

 千尋
ち ひ ろ

 

小友小学校 遠藤
えんどう

 淳生
あ つ き

 附馬牛小学校 佐々木美佳
さ さ き み か

 青笹小学校 佐々木
さ さ き

 彪
あや

希
き

 

宮守小学校 多田
た だ

 蒼人
あ お と

 達曽部小学校 多田
た だ
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志
し

 鱒沢小学校 阿部
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遠野中学校 新田
に っ た

 隼斗
は や と

 遠野東中学校 菊池
き く ち

  翼
つばさ

 遠野西中学校 菊池
き く ち

 稜
りょう

真
ま

 

遠野高等学校 菊池
き く ち

 早姫
さ き

 遠野高等学校 菊池
き く ち

 夢乃
ゆ め の
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令和２年２月22日（土）遠野市わらすっこ議会会議録 

１ 招集の日時  令和２年２月22日（土）14：00から15：42まで 

１ 招集の場所  遠野市役所本庁舎３階 本会議場 

１ 議事日程 

 開会 

  第１ 進行説明 

 第２ 意見発表 

№ 学校名 氏名 学年 № 学校名 氏名 学年 

１ 遠野小学校 荒 矢  悠 希 ６年 ８ 達曽部小学校 多 田  憂 志 ６年 

２ 遠野北小学校 小 原  千 慧 ６年 ９ 鱒沢小学校 阿 部  琉 也 ５年 

３ 綾織小学校 仲宗根 千尋 ６年 10 遠野中学校 新 田  隼 斗 ３年 

４ 小友小学校 遠 藤 淳 生 ６年 11 遠野東中学校 菊 池   翼 ３年 

５ 附馬牛小学校 佐々木 美佳 ６年 12 遠野西中学校 菊 池  稜 真 ２年 

６ 青笹小学校 佐々木 彪希 ６年 13 遠野高等学校 菊 池  早 姫 ２年 

７ 宮守小学校 多 田  蒼 人 ５年 14 遠野高等学校 菊 池  夢 乃 ３年 

  第３ 総括 

  第４ 発議案第１号 

 閉会 

１ 開会日時  令和２年２月22日（土） 14：00 

１ 出席わらすっこ議員 

  議 員 荒 矢 悠 希 君    議 員 小 原 千 慧 君 

  議 員 仲宗根 千 尋 君    議 員 遠 藤 淳 生 君 

議 員 佐々木 美 佳 君    議 員 佐々木 彪 希 君 

議 員 多 田 蒼 人 君    議 員 多 田 憂 志 君 

議 員 阿 部 琉 也 君    議 員 新 田 隼 斗 君 

議 員 菊 池   翼 君    議 員 菊 池 稜 真 君 

議 員 菊 池 早 姫 君    議 員 菊 池 夢 乃 君 

１ 欠席わらすっこ議員 

議 員 吉 田 倖 晟 君    議 員 佐々木 あゆな 君 

１ 出席市議会議員 

  議 員 小 松 正 真 君    議 員 佐々木 恵美子 君 

  議 員 菊 池 浩 士 君    議 員 佐々木 僚 平 君 

  議 員 小 林 立 栄 君    議 員 菊 池 美 也 君 

  議 員 萩 野 幸 弘 君    議 員 瀧 本 孝 一 君 

議 員 多 田   勉 君    議 員 菊 池 巳喜男 君 

  議 員 荒 川 栄 悦 君    議 員 佐々木 大三郎 君 

議 員 浅 沼 幸 雄 君 

１ 欠席議員 

  議 員 佐々木 敦 緒 君    議 員 菊 池 由紀夫 君 

議 員 照 井 文 雄 君    議 員 安 部 重 幸 君 

議 員 新 田 勝 見 君 
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１ 当局出席者 

  遠野市長 本 田 敏 秋 君   副 市 長 飛 内 雅 之 君 

  教 育 長 菊 池 広 親 君 

  教育部長 澤 村 一 行 君   子育て応援部長 佐々木 一 富 君 

  こども政策課長 佐々木 真奈美 君    

１ 事務局職員出席者 

  事務局長 新 田 順 子 君   事務局次長 千 葉 芳 治 君 

主  査 及 川 憲 司  君   主  任 村 上 絵 理 君 
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午後２時00分 開会

 

議員紹介 

○子育て応援部長（佐々木一富君） まも

なく令和元年度遠野市わらすっこ議会を開会

しますが、開会に先立ち、わらすっこ議員の

皆さんを紹介させていただきます。 

 議席番号順に学校名と学年、お名前をお呼

びしますので、「はい」という大きなお返事

とともにご起立願います。 

 遠野小学校  ６年 荒矢 悠希 議員 

遠野北小学校 ６年 小原 千慧 議員 

綾織小学校  ６年 仲宗根 千尋 議員 

小友小学校  ６年 遠藤 淳生 議員 

附馬牛小学校 ６年 佐々木 美佳 議員 

 青笹小学校  ６年 佐々木 彪希 議員 

 宮守小学校  ５年 多田 蒼人 議員 

 達曽部小学校 ６年 多田 憂志 議員 

 鱒沢小学校  ５年 阿部 琉也 議員 

 遠野中学校  ３年 新田 隼斗 議員 

 遠野東中学校 ３年 菊池  翼 議員 

 遠野西中学校 ３年 菊池 稜真 議員 

 遠野高校   ２年 菊池 早姫 議員 

 遠野高校   ３年 菊池 夢乃 議員 

  

 以上、14名の遠野市わらすっこ議員の皆さ

んをご紹介させていただきました。 

 続きまして、本日ご協力頂いております遠

野市側の出席者をご紹介申し上げます。 

 本田 敏秋 遠野市長です。 

 飛内 雅之 副市長です。 

 菊池 広親 教育長です。 

 澤村 一行 教育部長です。 

 佐々木 一富 子育て応援部長です。 

 次に遠野市議会議員を紹介しますが、お時

間の都合上、議長のみご紹介申し上げます。 

 浅沼 幸雄 遠野市議会議長です。 

 なお、遠野市議会議員の皆様につきまして

は、後程、わらすっこ議員の意見発表の後に、

お一人ずつコメントをいただくこととしてお

ります。その際に自己紹介をしていただきま

すのでご了承願います。 

 以上で、わらすっこ議員及び市側の出席者

並びに市議会のご紹介を終わります。ありが

とうございました。 

 まもなく、令和元年度遠野市わらすっこ議

会を開会しますので、もう少しお待ちくださ

い。 

 

 市民憲章朗唱 

○議長（浅沼幸雄君） 皆さん、こんにち

は。開会に先立ち、市民憲章朗唱を行います。

起立願います。朗唱は、わらすっこ議員、11

番 新田隼斗君、お願いします。 

 〔わらすっこ議員11番 新田隼斗君登壇〕 

○わらすっこ議員11番（新田隼斗君） 前

段を私が朗唱しますので、後段を一緒にご唱

和ください。 

遠野市民憲章 

わたくしたちは、悠久の時を越えて継承して

きたうるわしい郷土と、伝統ある文化に誇り

を持ち、このすばらしい宝玉（たから）を、

さらに「永遠の日本（にほん）のふるさと遠

野」として、創造・発展させるため、ここに、

この憲章をさだめます。 

わたくしたちは 

１ 豊かな自然を愛し、平和で住みよいま 

ちをつくります。 

１ 心と体をきたえ、温かい家庭と明るい 

まちをつくります。 

 １ 創意をあつめ、産業と交流の元気なま 

ちをつくります。 

 １ 恵まれた文化を活かし、夢を育む学び 

のまちをつくります。 

 １ 共に考え支えあって、未来を望む協働 

のまちをつくります。 

○議長（浅沼幸雄君） ありがとうござい

ました。ご着席ください。 

 

  開会 

○議長（浅沼幸雄君） 開会をわらすっこ

議員 13番 菊池早姫君。お願いします。 

 〔わらすっこ議員13番 菊池早姫君登壇〕 

○わらすっこ議員13番（菊池早姫君） こ

れより令和元年度、わらすっこ議会を開会い

たします。 

  諸般の報告 

○議長（浅沼幸雄君）ただちに本日の会議

を開きます。諸般の報告をいたします。 
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わらすっこ議員から発議案の提出がありまし

たのでお手元に配付しておきましたから、御

了承願います。以上で諸般の報告を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君） これより本日の議

事日程に入ります。日程第１、本日の議会の

進行及び会期について報告をいたします。遠

野市議会 教育民生常任委員長 菊池美也君。 

 〔７番菊池美也君登壇〕 

○教育民生常任委員長（菊池美也君） 命

によりまして、遠野市議会としてわらすっこ

議会を担当する教育民生常任委員会の報告を

いたします。令和元年度遠野市わらすっこ議

会の会期は、本日１日間といたします。次に、

本日のわらすっこ議会の進行について説明い

たします。お手元に配布しております日程に

従い、わらすっこ議員全員が意見発表を行い

ます。意見発表の場所は、ここ、答弁者席に

なります。そして、わらすっこ議員１人の意

見発表に対し、遠野市議会議員が一人、自席

から感想を述べます。すべてのわらすっこ議

員の意見発表が終わりましたら、遠野市教育

委員会教育長、遠野市長、遠野市議会議長が

自席からわらすっこ議会全体についての総括

の感想を述べます。最後に、わらすっこ議員

発議案、わらすっこ宣言が提案され、採決を

とります。わらすっこ宣言の採決は、表決シ

ステムで行いますので予め、表決システムを

確認していてください。傍聴人にお知らせい

たします。会議中は、お静かに願います。議

場における言論に対して、拍手その他の方法

により、傍聴人の意思を表明しないでくださ

い。また、会議中の写真撮影、録音等は許可

を受けた者に限りますので、ご了承願います。

ご参会の皆様のご協力をお願い申し上げ、遠

野市議会教育民生常任委員会の報告とさせて

いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君） ただいまの教育民

生常任委員長から報告のあったとおり、令和

元年度遠野市わらすっこ議会の会期は、本日

１日間といたします。 

 

  意見発表 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、日程第２、

意見発表についてを議題といたします。わら

すっこ議員、全員から、意見発表をしていた

だきます。 

今年度、２回にわたるわらすっこ会議にお

いて、市内小中学校、高校から17名の委員が

集まり、「生まれ育った遠野への想い」や

「自分の他、地域の小さなこども、大人のこ

とを考え、遠野の今と未来を考える」と題し

て意見交換し、発表を積んできております。 

本日は、その会議の成果とこれからの遠野を

担っていくこどもたちにより未来を創造し、

存分に夢を語ります。発表は一人ひとり、番

号順に行います。 

わらすっこ議員の意見発表の後に市議会議員

から感想等コメントを述べます。市議会議員

からのコメントは、自己紹介も含めておおむ

ね２分程度で行ってください。 

それでは順次、意見発表を許します。１番 

荒矢悠希君。 

 〔わらすっこ議員１番 荒矢悠希君登壇〕 

○わらすっこ議員１番（荒矢悠希君） 遠

野小学校６年、荒矢悠希です。ぼくは、遠野

の未来は、今よりも子どもの人数が多くなっ

て自然を生かした公園などが増えてにぎやか

になっていたらいいなと思います。 

 そのためにできれば将来遠野で仕事をして、

そういう場所をつくる人たちに少しでも関わ

り、だれかを元気にしたり助けたりできるよ

うになりたいです。あと、ぼくが行っていた

スポーツ少年団では、チームのみんなで町の

ごみひろいをするという活動がありました。

そういう活動を見かけたらインターネットな

どを通して地域に広げていって遠野のスポー

ツを少しでも有名にしていきたいです。また、

遠野のイメージアップをはかるための運動場

や、スタジアムなどができたら子どもたちや、

地域の人たちなど、いろいろな人がよろこぶ

と思います。このような運動ができる施設を

つくっていくことにも関わっていきたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。 

発表内容について、市議会議員から感想等コ

メントを申し述べます。７番 菊池美也君。 

○７番（菊池美也君） 菊池美也です。荒

矢悠希議員の発表を聞いて、とてもスポーツ

が好きなことが伝わってきました。私も、ス

ポーツはやること、観ること好きです。中で

も、野球が大好きです。今年2020年は、東京

オリンピック・パラリンピックが開催されま
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す。世界中からアスリートが集い、競い合い、

私達に感動を与えてくれるでしょう。遠野で

も、６月19日に本庁舎からサッカー場まで聖

火がリレーされます。また、パラリンピック

の５人制サッカー、ブラジル代表チームがも

う一度遠野に来て、合宿を開いてくれます。

悠希さんは、遠野の未来に、子どもたちの人

数が多くなって、にぎやかになって欲しいと

発表してくれました。本当にその通りだよね。

「子育てするなら遠野」の大きな大きなエー

ルをいただきました。悠希さんの想う遠野の

将来像に少しでも近づくことができるように、

大人として、議員として、しっかり取り組も

う、がんばろうと改めて思いました。最初の

発表、トップバッターということでとても緊

張したことと思うんですけれども、とても立

派でした。悠希議員の発表はとても素敵でし

た。ありがとうございます。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、２番 小原

千慧君。 

 〔わらすっこ議員２番 小原千慧君登壇〕 

○わらすっこ議員２番（小原千慧君） 遠

野北小学校６年、小原千慧です。ぼくの祖父

母は、釜石市で、東日本大震災にあい、津波

で家を無くしました。しかし、遠野市の後方

支援のおかげで住む場所も見つかり、たくさ

んの支援を受けることができました。ありが

とうございました。この勇気ある行動と、迅

速な判断と、対応は、ぼくが目指している医

師と共通しているところがあります。ぼくは、

将来、医師になりたいと考えています。でき

れば、産婦人科か小児科になりたいと考えて

います。それは、遠野には、産婦人科の病院

がなく、出産を他の市でしている人がいるか

らです。小児科も県立病院にありますが、土

日診療しているわけではなく、ほとんどの子

どもは、内科や皮膚科の病院にお世話になっ

ています。このままでは、「子育てするなら

遠野」と掲げているものが崩れてしまいます。

だから、ぼくは医師になって本当に安心して

子育てができる遠野にしたいと思っています。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。５番 佐々木僚平君 

○５番（佐々木僚平君） 佐々木僚平です。

小原千慧さんのおじいさんとおばあさんの家

が、東日本大震災の津波によって流されたと

のこと、心からお見舞い申し上げます。遠野

市の後方支援のおかげでしたと発表してくれ

ましたね。こちらこそ、ありがとうと言いた

いと思います。 

 後方支援は、沿岸の町へ１時間という地理

的なものもありますが、やはり、昔からの交

流があってのことであったと思います。小原

千慧さんが将来、医師になりたい、安心して

子育てができる遠野にしたい、と発表してく

れました。でも、お医者さんが少なくなって

きて今のままでは心配だと、このようにも発

表してくれました。大人顔負けの素晴らしい

捉え方でとても関心いたしました。小原千慧

さん、夢に向かってあきらめず、頑張ってく

ださい。ありがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、３番 仲宗

根千尋君。 

 〔わらすっこ議員３番 仲宗根千尋君登 

壇〕 

○わらすっこ議員３番（仲宗根千尋君） 

綾織小学校６年、仲宗根千尋です。私は、遠

野で、自分が何ができるかと、将来、遠野で、

どんな仕事をしたいかを考えてみました。 

 まず、私は、いまの遠野を残していくため

に、受け継がれてきた文化や、伝統を、この

先産まれてくる子どもたちに、伝えていくと

いうことを考えました。また、わらすっこ議

会のような会があったら、自分から、積極的

に参加していきたいと思います。このような

機会に参加することで、未来の遠野について、

さまざまな年代の人と、意見を、交流し合え

ると思います。 

 つぎに、自分の将来についてです。私は、

将来、はっきりした夢は決まっていませんが、

遠野市民の人にたずさわれる仕事や、遠野の

環境に関わる仕事がしたいと思っています。 

 なので、私は、遠野に少しでも、関われる

ような仕事をしたいと考えています。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。１番 小松正真君 

○１番（小松正真君） 小松正真でござい

ます。仲宗根千尋議員、大変緊張されたと思

いますけれども、お疲れ様でございました。

先ほどのお話の中で、将来何になりたいか、
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はっきりとした夢は、いまのところ持ってい

ないというお話でございましたが、ちょっと

漢字は、仲宗根議員とは漢字は違うんですけ

れども、その昔、中曽根総理大臣という、日

本ですごくえらい方がいらっしゃいました。

今後もですね、一生懸命勉強していただいて、

その中曽根総理大臣みたいにビッグな人間に

なっていただいて、ぜひ、遠野のための仕事

をしていただきたなというふうに思うところ

でございます。また、受け継がれてきた文化、

伝統を将来に伝えていく。これ、すごく大事

なことだと思います。今後も＿仲宗根議員は、

遠野のことがすごく大好きなんだと思うんで

すよ。なので、今後もその大好きな遠野を是

非、今後に伝えていっていただければなとい

うふうに思います。私たち遠野市議会も皆さ

んが今後遠野に住み続けたいというまちにな

るように、精いっぱい頑張ります。今後もい

っぱいお話ししましょう。きょうはお疲れ様

でございました。ありがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、４番 遠藤

淳生君。 

 〔わらすっこ議員４番 遠藤淳生君登壇〕 

○わらすっこ議員４番（遠藤淳生君） 小

友小学校６年、遠藤淳生です。ぼくが遠野の

未来を創っていくときにどんなことができる

か考えてみました。ぼくは将来、工業デザイ

ンを学んで、新しい車の製造に関わる仕事を

してみたいと思っています。そこで環境に良

い車を開発したいです。さらに、遠野のため

に自分ができることを考えたとき、学んだデ

ザインの知識をいかして誰でも楽しめる公園

をデザインしてみたいと思います。遊具やア

スレチックを設計して親子やお年寄りが集ま

り楽しめる場所を作ってみたいと思います。 

 また、将来ぼくは農業もしたいと思ってい

ます。小学校で田んぼでの米作りをした経験

があります。また、小友町では無肥料・無農

薬での米作りを行っている方もいることを学

びました。自然の中で働く楽しさややりがい

を学ぶことができました。 

 遠野でみんなが楽しめる場所をデザインし

たり、農業をして地域の産直などで販売した

りしながら、自然と親しみながら生活してい

ける場所をつくることがぼくの夢です。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。２番 佐々木恵美子君 

○２番（佐々木恵美子君） 佐々木恵美子

です。遠藤淳生議員から遠野の未来を創るた

めに自分がどんなことができるか考えて発表

していただきました。自分がこうしていくん

だという内容は、前に進む力を持っている淳

生議員を感じました。淳生議員は、遠野が大

好きでいてくれ、また、その遠野がもっと楽

しくなることを考えてくれました。環境に良

い車の開発。いまの遠野は、買い物や病院や

学校、どこに行くにも車がないと行けません。

ですから、たくさんの車が走る遠野では空気

が汚れないような燃料で走る、環境に良い車

をみんなで乗れることは、遠野の自然にもす

ごい良いことだと思います。淳生議員の車は、

遠野だけではなく、地球全体にも良い車だと

思います。世界中から注文が来ると思います。

大変楽しみです。できれば、その車を作る工

場を遠野に作れたら良いですね。親子やお年

寄り、だれでも楽しめる公園のデザイン、淳

生議員のデザインする公園が完成するときに

は私はお年寄りになっていると思いますが、

元気で長生きしたいので、お年寄りになって

もアスレチックで体力づくりをしたいです。

淳生議員の住む小友町の大人の方たちは、恵

まれた自然、環境を活かして農業の楽しさを

伝えていると思いました。食べ物がないと人

は生きていけません。心強いです。自然と親

しみながら生活していける場所をつくりたい

という夢や子どもたちの夢を実現するために、

私たちも未来の遠野について一緒に考えなが

ら活動していきたいと思います。ありがとう

ございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、５番 佐々

木美佳君。 

 〔わらすっこ議員５番 佐々木美佳君登 

壇〕 

○わらすっこ議員５番（佐々木美佳君） 

私は、遠野の良さを伝えるために、４つのこ

とをしたいと思います。 

 １つ目は、自然を守る取り組みをしたいで

す。遠野は森林が多く、緑豊かだからです。 

 ２つ目は、挨拶をして、地域の人や、町の

人との輪を広げていきたいです。 

 ３つ目は、文化や伝統に触れていきたいで

す。私は神楽をやっているのですが、人が少
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ないその中でも、東京の方に手伝ってもらい、

交流をすることができたので、遠野テレビや、

新聞などで、広めていきたいです。 

 ４つ目は、私は雑貨などを見るのが好きな

ので、遠野にある雑貨店を広めていきたいで

す。 

 大人になり、私は遠野で、料理を作る仕事

に就きたいです。アレルギーなどを考え、お

年寄りから小さい子供まで様々な人が食べら

れるような物を作りたいです。また、見た目

からも楽しめるようなものを作りたいです。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。３番 菊池浩士君。 

○５番（菊池浩士君） 菊池浩士でござい

ます。美佳議員は、遠野の良さを伝えるため

にする４つの事を発表してくれました。一つ

は、遠野の自然を守る取り組みをしたい。緑

豊かな遠野の風景が好きなんですね。これを

守っていく活動にどんなことがあるのか、こ

れから勉強していってください。二つ目は、

挨拶で地域の人や町の人たちとの交流の輪を

広げていきたいとのこと。このことは、自分

が始めればすぐにできます。自分が始めるこ

とで、その輪がどんどん広がっていくと思い

ます。始めてみてください。三つ目がと、遠

野の文化や伝統を広く知ってほしい。美佳議

員も神楽をやっているんですね。こどもの数

も減っている現在ですが、いろいろな人の力

を借りて、これを続けて行ってほしいと思い

ます。四つ目は、雑貨を見るのが好きなよう

です。美佳議員が雑貨店を開いてくれるよう

であれば、遠野の町もにぎやかになってくれ

ると思います。最後に、アレルギーを持つ人

でも大丈夫な料理を作りたい。こういう夢が

あるようですね。すごく頼もしいと思います。

そのために、いっぱい勉強しなければならな

いと思っていることも伝わります。これから

夢を実現できるように頑張っていってくださ

い。きょうは、素敵な発表ありがとうござい

ました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に６番 佐々木

彪希君。 

 〔わらすっこ議員６番 佐々木彪希君登 

壇〕 

○わらすっこ議員６番（佐々木彪希君） 

青笹小学校の佐々木彪希です。ぼくが遠野の

未来について考えたことが２つあります。１

つ目は、遠野を便利で住みやすい町にするこ

とです。自然をなくさないようにすることを

大切にしたいし、お年よりにやさしい、楽し

くふれ合えるまちになってほしいと思います。 

 ２つ目は、遠野の人口を増やすための取組

をすることです。東京などの都会で遠野の名

物を紹介するなど遠野の魅力を発信し、人口

を増やすことにつなげられればいいと思いま

す。 

 ぼくの夢は、遠野の人たちに役立つような

仕事をすることと、バスケットボールの選手

になることです。自分のふるさとである遠野

を大切にしながら夢に向かってがんばってい

きたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。６番 小林立栄君。 

○６番（小林立栄君） 小林立栄です。彪

希さんが生まれ育った遠野を、遠野に住むみ

んなのことを本当に大切に思ってくれている

んだなっていうことが感じることができまし

た。本当にうれしく思います。彪希さんから

２つの大事なお考えを伺いました。一つ目に

ついて。彪希さんは、ＳＤＧｓという言葉を

ご存知ですか。ＳＤＧｓという世界の多くの

国々、みんなで決めた目標があります。ごみ

や食べ残しを減らして、環境破壊を減らして、

自然を守って、こどもの高齢者も若い人も男

性も女性も、障がいのある方、無い方、みん

なが一人ひとり自分らしく安心して生きてい

く社会を作っていこう。そういった目標があ

ります。彪希さんの考えと同じです。世界中

のみんなと協力をしながら私も頑張りますの

で、彪希さんは、彪希さんができることで一

緒に遠野の未来を創っていきましょう。２つ

目、関係人口という言葉があります。遠野に

は住んでいなくても、何度も何度も遠野に遊

びに来てくれる人。遠野で作ったおいしいも

のをいつも買ってくれる人。遠野に住んでい

なくても、遠野のことが好きで、遠野のこと

を思って、遠野を応援してくれる人。そうい

った人たちのことを関係人口と言います。い

ま、この関係人口を増やしていこう。国も、

県も遠野市も一生懸命取り組んでいます。彪
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希さんの考えのとおり、まだまだ、もっとも

っと力を入れて取り組む必要があるなと感じ

ています。何か具体的なアイデアがありまし

たら私たちにもぜひ教えてください。それで

は、彪希さん。いっぱい勉強をして、いっぱ

い本を読んで、いっぱいバスケットボールを

して、いっぱい遊んでこれからも夢に向かっ

てがんばってください。以上、コメントとい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に７番 多田蒼

人君。 

 〔わらすっこ議員７番 多田蒼人君登壇〕 

○わらすっこ議員７番（多田蒼人君） ぼ

くは、遠野市立宮守小学校５年の多田蒼人で

す。 

 バスケットボールが得意です。小学校では、

６年生から児童会長をやります。 

 わらすっこ会議に参加して、遠野の未来を

考えました。医師不足、人口が減って高齢者

が増える、交通の便が悪くなると、考えまし

た。 

 ぼくが、遠野のためにできることは、社会

貢献だと思っています。そして、いま、自分

にできることは、人との繋がりを深めるため

に、地域の人に声をかけることや友達にあい

さつをすることです。遠野・宮守住んでいる

地区の行事に参加して、もっと福祉・観光・

環境・文化を知ることです。将来の夢は医師

になることです。小学校３年生のときに手術

をした経験があるからです。人の助けになる

職業をしたいです。遠野が住んでいる人たち

にとって、思いやりのある町になってほしい

です。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。８番 萩野幸弘君。 

○８番（萩野幸弘君） 萩野幸弘です。た

だ今は、宮守小学校の多田蒼人議員から、遠

野の未来に向け、希望に満ちた力強いご意見、

ご提言を承りました。ありがとうございます。

ご自身が３年生のときに手術を受け、改めて

医師のありがたみを実感した経験から自分も

医師になって人の役に立ちたいと強く心に秘

めたその思いが、私にもひしひしと伝わって

まいりました。さらには、自分が医師になる

ことだけではなく、医師として社会貢献をし

たいというその思い、そしてそのために今か

らできることとして、地域の人や友人に声を

かけるとか、地区行事に積極的に参加をして、

様々な分野の実情を知りたいという具体的な

目標まで発表されました。とても素晴らしい

発表だったと思います。蒼人議員のご指摘通

り、遠野市は現在、医師不足や高齢化が課題

となっています。従いまして、私たち議員も

蒼人議員が将来必ずや医師として地域に貢献

していただけるよう、今からしっかりと応援

していきたいと思います。頑張ってください。

ありがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、８番 多田

憂志君。 

 〔わらすっこ議員８番 多田憂志君〕 

○わらすっこ議員８番（多田憂志君） 達

曽部小学校６年、多田憂志です。ぼくは、遠

野で働くなら、野球の物を取り扱う店で働き

たいと考えています。ぼくは、達曽部のスポ

少に入っていて、グラブを買うとき、北上な

どに行くからです。近くにあればみんなが気

軽に来れるので、そういうお店に働きたいで

す。そのことで運転する必要もなくて、地球

温暖化を防げることができます。一石二鳥で

す。遠野の野球は、中学校が県で優勝したり

して、すごく盛んだと思います。だから近く

にあれば、とても便利です。その仕事に就い

たら、どこのだれよりも優しい声でしゃべっ

て、人気度を上げます。そうするとお金も稼

げます。だから、遠野では野球の物を取り扱

う店に働きたいです。終わります。 

○浅沼幸雄議長 わらすっこ議員からの発

表が終わりました。発表内容について、市議

会議員から感想等コメントを申し述べます。

９番 瀧本孝一君。 

○９番（瀧本孝一君） 多田憂志議員と同

じ達曽部の瀧本孝一です。野球スポーツ少年

団に入っている多田憂志議員から将来、野球

用品を扱う店に就きたいと発表がありました。

私も小学校、中学校と野球をやっていました。

そして、大学生時代には、あの「巨人軍は永

久に不滅です」という長嶋茂雄さんの引退試

合も生で見ることができました。憂志議員の

発表は、野球が楽しいから、この楽しさを自

分より小さい子どもたちにも伝えたいという

気持ちがあふれていました。そのうえ、環境

問題のこともちゃんと考えていてくれたこと
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に感心をしました。その気持ちを私は応援し

ます。野球が好きな子どもが思い切り野球が

できるように、バスケットボールが好きな子

どもは、思いっきりバスケットボールができ

るように、その環境づくりに取り組んでいか

なければならないと改めて思いました。もし、

憂志議員が将来スポーツ用品を取り扱うお店

で働いていたならば、私が元気で生きていた

時は、何か運動用品を買いに行きたいと思い

ます。その時はよろしくね。夢に向かってが

んばってください。今日はありがとうござい

ました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、９番 阿部

琉也君。 

 〔わらすっこ議員９番 阿部琉也君登壇〕 

○わらすっこ議員９番（阿部琉也君） 鱒

沢小学校５年の阿部琉也です。ぼくが、これ

までの生活の中で見つけた夢は、本を書く作

家になることです。たくさんの人にぼくが書

いた本を読んでもらい、元気になってほしい

です。しかし、ぼくはいろいろやっているこ

とがあり、その中から違う夢が見つかるかも

しれません。ぼくは、その夢が遠野のために

なればいいなと思います。 

 そして、これからの遠野を守るために、ぼ

くがやっていきたいことはたくさんあります。

その中で特にやっていきたいことは２つあり

ます。 

 １つ目は、郷土芸能を残すことです。ぼく

の住んでいる鱒沢地区では、地区ごとに神楽

をやっています。しかし、だんだん人が減っ

て来ています。だから、これからは２つの地

区を合同にするように呼びかけたいと思って

います。 

 ２つ目は、遠野を紹介することです。遠野

では、人口が減ってきています。そのため、

遠野の良さを紹介する機会があれば進んで参

加したいです。そのほかにも、自分たちで紹

介する企画を考えていきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。10番 多田勉君。 

○10番（多田勉君） 同じ鱒沢の多田勉で

ございます。ただ今、阿部琉也議員から将来

の素晴らしい夢を発表していただきました。

まず、作家になりたいと琉也議員もご存じだ

と思いますけれども、芥川賞作家の若竹千佐

子さん。遠野市上郷町の出身であります。ど

うかですね、琉也議員の夢がかなうように頑

張っていただきたいと思いますし、私も一生

懸命応援してまいります。そして、次の話の

発表の中に神楽のこともありました。私も琉

也議員と同じ鱒沢の人間でございますので、

偶然のめぐりあわせでもございますけれども、

阿部琉也議員そして私の地域には鱒沢神楽と

白山神楽があります。最近は、後継者の確保

が非常に難しい状況でございます。是非、こ

れからも阿部琉也議員と一緒に、神楽を一緒

になって舞っていただきたいというように期

待をしております。そしてまた、鱒沢小学校

では獅子踊りの継承活動に一生懸命取り組ん

でおります。琉也議員もその一人であります。

これからの地域が寄せる阿部琉也議員の活躍

に心から期待をして、私のコメントとさせて

いただきます。大変ご苦労様でした。 

○議長（浅沼幸雄君） 10分間休憩します。 

 

休憩 午後２時50分 

再開 午後３時02分 

 

○議長（浅沼幸雄君） 休憩前に引き続き、

会議を再開いたします。次に、10番 新田隼

斗君。 

 〔わらすっこ議員10番 新田隼斗君登壇〕 

○わらすっこ議員10番（新田隼斗君） 遠

野市立遠野中学校３年、新田隼斗です。私は

遠野の良さを発信し、自ら伝える力をつけた

いと思います。今、インターネット、ＳＮＳ

等が普及している現在の特徴を利用し、私た

ちが暮らす遠野市の観光地、文化、主に郷土

芸能、料理、遠野物語を発信したいです。そ

うすれば、他の地域の人たちに興味を持って

もらい、観光客も増え活発な街になり、人口

も増加すると思います。また、インターネッ

ト、ＳＮＳは手軽にできるし、今の学生は、

利用者が多いので、沢山の人が取り組めると

思います。 

 私は、これから教員を目指したいと考えて

います。教師という立場になって、「自分の

やりたいことを貫き通していくこと」を伝え

たいと思っています。そうすれば、自分の夢

を大切にしていく子ども達が遠野市内で多く

なると思います。新しいことをするのは、私



16 

 

は得意ではないけれど、そういうことをして

くれる次の世代の人がたくさん増えればいい

と私は思っています。教師になるという夢を

実現できたら、学校での総合学習や、今回の

わらすっこ議会の経験を活かして、遠野の良

さを伝えたいし、また、中高生と遠野市の交

流がさらに活発にできるようにしたいと考え

ています。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。12番 菊池巳喜男君。 

○12番（菊池巳喜男君） 菊池巳喜男です。

ただ今、新田隼斗議員から遠野の良さを発信

するため、ＳＮＳを積極的に使い、他の地域

の人たちに興味を持ってもらい、観光客を増

やしたいと発表がございました。インターネ

ット、ＳＮＳの利用は、これから益々普及し

ていくものと我々も考えています。新田隼斗

議員の世代には、スマートフォン、パソコン

が当たり前でそういう時代になると思います。

私たちの世代は、その進化を肌で感じ、そし

てあまりの速さに戸惑いを感じているところ

でもございます。その流れを止めようもなく、

これから益々私たちの生活に入って行くもの

と考えております。現在は、ＡＩそして仮想

通貨、ビットコイン、ブロックチェーンなど

人類の未来を変える５Ｇの時代に突入しよう

としております。この議会も、もしかしたら

ブロックチェーンが発達して、変革していく

かもしれません。その未来を築いていくのは、

君たちの時代だと我々は信じております。現

在は、東京一極集中時代でございますが、こ

れにより地域もますます発展していくのでは

ないかなと思っております。ご苦労様でした。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、11番 菊池

翼君。 

 〔わらすっこ議員11番 菊池翼君登壇〕 

○わらすっこ議員11番（菊池翼君） 僕は、

前は建築の仕事をしてみたいと思っていまし

た。しかし最近、自分の遠野で過ごしてきた

ことを考える機会があり、今までぼくは遠野

の地域の方々から受けてきた恩恵というもの

について考えました。その結果、建築の仕事

をしてみたいという夢から、高齢者が増え、

災害が多くなってくる時代に入ってきている

ことを踏まえ、そのような事から、今までお

世話になった方々の日常や命を守ることがで

きるような自衛官になりたいという新しい目

標ができました。 

自衛官になると、直接遠野市と関わること

は少なくなると思いますが、勤務先などで遠

野市の魅力を少しでも発信できたらいいなと

思っています。いまの遠野市は子育て支援に

も力を入れていると思います。しかし、高齢

者も多くなってくると思うので、これからは

高齢者が住みやすいまちづくりということに

も力を入れていくべきだと思います。又、少

なくなってくる若い世代もとても重要になっ

てくると思うので、高校などの魅力化も一つ

の分野だけではなく、一つの分野に特化して

しまうのではなく、様々な分野で、一つずつ

魅力を作っていき、他の地域からの入学者な

どを集め、地域の活性化に繋げていければい

いなと思います。また、高速道路も通り、内

陸から沿岸への交通も発達してきています。

なので、この地の利＿地形の利を利用し、新

たな企業の誘致などにつなげていくことで、

さらに遠野市の魅力度が上がり、人が集まる

地域密着型の学校、企業があるとてもいい町

になっていくのではないかなと思います。ま

た、私は伝統芸能をやっていますが、伝統芸

能の中でもとても子どもが少なく、後継ぎが

あまりいないという状況がいまの現実です。

なので、学校などで郷土芸能についての理解

を深めることもとても大切だと思います。ぼ

くもいずれは遠野に戻ってきて、自分の経験

を遠野市に還元できるように頑張っていきた

いです。また、様々な年代、様々な国籍の

方々から愛される「永遠の日本のふるさと遠

野」というキャッチフレーズに劣らない素晴

らしいまちが作れるように、これからの時代

を生きる一員として、頑張っていきたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。14番 荒川栄悦君。 

○14番（荒川栄悦君） 議員の荒川栄悦で

ございます。私は、いま70歳でちょうど56年

前、中学校３年のときは、東京オリンピック

の年でした。そういう隔世の感があって、全

然違うなと。ぼくが子どものころは、毎日野

山で遊ぶ。これが一番で、いやな農作業の手
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伝いも逃げていたという思いだけがありまし

た。そういった中で、翼議員はしっかりと将

来を見つめ、建築家それから自衛官という考

え。どちらにしても人に役に立つ仕事、大い

に意義のあることだと思っております。また、

高齢者を大事にしたいという思いがこの発言

からも聞き取れました。私もあと５年で後期

高齢者です。是非、大事にしてもらいたいと

思います。また、「子育てするなら遠野」と

いうこと、遠野市もずっとやっています。

「わらすっこ条例」というのもあります。皆

さんも「わらすっこ条例」という言葉、聞い

たことあるかと思います。皆さん４つの権利

を保障しています。一つは、安全に安心して

生きる権利。一つには、豊かに育つ権利。一

つには、自らが守られる権利。最後に、参加

する権利。きょうのような意見を述べること、

これは参加する権利の中に保障されています。

それだけ皆さんはここで元気ですくすくと育

って、世に出て、遠野で岩手県で日本で世界

で活躍できるようになってもらえれば非常に

良いことだなと。それを振り返って、遠野の

ためになることではないのかなと私は素晴ら

しい発言だなと思って聞いておりました。時

間です。本当にありがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、12番 菊池

稜真君。 

 〔わらすっこ議員12番 菊池稜真君登壇〕 

○わらすっこ議員12番（菊池稜真君） 遠

野西中学校２年の菊池稜真です。自分は、将

来遠野で消防士になりたいと思っています。

消防士は、人を助けるという今の社会に欠か

すことのできない重要な仕事です。人を助け

るという事は、他の人からの信頼が必要です。

信頼を得るためには、笑顔が最も大切だと思

います。専門学校卒業後は遠野に帰って来て、

遠野の消防署で働きたいと思っています。ま

た、自分が思う未来の遠野は、医療が今より

も発達し、こどもからお年寄りまで元気に過

ごせるような住みよい遠野になってほしいと

考えています。そんな安心して暮らせる遠野

になるように貢献したいと思います。以上で

す。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。17番 佐々木大三郎君。 

○17番（佐々木大三郎君） 佐々木大三郎

でございます。菊池稜真さんの将来の夢は、

遠野で消防士になりたいという事でした。発

表から遠野市の消防が市民の信頼を得ている

ということがよくわかりました。稜真さんの

夢を応援したいと思います。将来、消防士の

制服を見た笑顔の、笑顔の稜真さんに会える

ことを楽しみにしております。必ず遠野に戻

ってきてください。そして、ご活躍を期待し

ております。以上です。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、13番 菊池

早姫君。 

 〔わらすっこ議員13番 菊池早姫君登壇〕 

○わらすっこ議員13番（菊池早姫君） 遠

野高校２年、菊池早姫です。私は、遠野市に

ある公園を皆さんにもっと幅広く知ってもら

いたいです。調べてみると、遠野市の公園は

37施設あります。知られていない公園が数多

くあることが分かりました。 

 そこで、公園を“増やす”のではなく、

“再利用”してもらいたいです。昔からある

公園のため、遊具の修理や地面の整備などに

費用がかかると思いますが、アスレチックや

体幹が鍛えられる遊具があればもっと公園で

遊ぶこどもが増えると思いました。また、電

灯が少ない公園があるので誰もが安心して使

える公園があればいいなと思います。 

 私は将来、保育士兼幼稚園教諭になりたい

です。小さい子どもを世話したり、一緒に遊

んだりすることが好きでいつの間にか保育者

という存在が憧れになりました。 

 また、保育者は子どもたちと一緒に成長で

きたり、やりとげたりできる職業だと思いま

す。 

 最近は、保育士や幼稚園教諭が減少傾向で

あり人手不足になっているとニュース等で取

り上げられています。保育者は決して楽な仕

事ではないと思います。それでも私は、保育

者として数多くの人に“ありがとう”と言わ

れる人材になりたいです。そして、いつかは

遠野市に戻り、たくさん支えてもらった分、

今度は自分が支える番として遠野市に貢献し

ていきたいです。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。３番 菊池浩士君。 
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○３番（菊池浩士君） 菊池早姫議員には、

遠野市の公園について具体的な提言をいただ

きました。公園整備の必要性は、市議会でも

話題になることがあります。私には６人の孫

がいます。家族で公園に行くこともあります。

近隣の市町村には、整備された素敵な公園が

いくつかあります。残念ながら遠野市では、

まだそういった整備は遅れています。若い視

点での今回の提言については、市議会として

も取組んでいかなければならないと感じたと

ころでもあります。早姫議員は、保育士にな

りたいという夢があるようですね。いま、保

育士が不足しているという現状や決して楽な

仕事ではないという認識がしっかりできてい

ます。こどもは未来の宝です。その成長にた

ずさわるとても大事な仕事です。早姫議員で

あればできると思います。保育者として多く

の人にありがとうと言われるように頑張ると

いう決意を私は応援します。きょうは、あり

がとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、14番 菊池

夢乃君。 

 〔わらすっこ議員14番 菊池夢乃君登壇〕 

○わらすっこ議員14番（菊池夢乃君） 岩

手県立遠野高等学校３年、菊池夢乃です。私

は、未来の遠野市が市民の愛で溢れ、平和で

活気ある街になればいいなと考えています。

そのために、一市民として私が共に意見を出

し合い、もっと意見を発信するべきだと思い

ました。私は、高校２年生から２年間、遠野

市わらすっこ支援委員会の一員として活動さ

せていただきました。委員の皆様との意見交

換の中で、刺激を受けることや、これまでに

遠野市が行っていた施策が思っていた以上に

数が多く、活動されていることに気づきまし

た。まさに「子育てするなら遠野」というフ

レーズに見合った支援がされていることに気

づくことができました。このような貴重な経

験をもとに、自分自身の声で思いを伝え、遠

野市の方々に改めて理解を深めていただきた

いのと、もう一度、子育て世代に魅力を見つ

め直すきっかけとして、遠野市全体が子育て

を応援、サポートしているという事を発信し

たいと考えています。遠野は自然豊かで平和

で温かいまちです。又、伝統や文化が息づく

日本のふるさとであり、これから継承してい

くでしょう。遠野の恵まれた財産を守り、子

どもたちの希望と夢を育むまちに私が貢献し

ていきたいです。以上です。 

○議長（浅沼幸雄君） わらすっこ議員か

らの発表が終わりました。発表内容について、

市議会議員から感想等コメントを申し述べま

す。８番 萩野幸弘君 

○８番（萩野幸弘君） 萩野幸弘でござい

ます。ただ今は、菊池夢乃議員より、高校２

年生からの２年間、遠野市わらすっこ支援委

員会の一員として活動した経験から、遠野市

が行われている施策が思っていた以上に多か

ったと発表されました。その気づきを自らの

声で発信して、市民の理解度を深めていきた

いという決意も述べられ、さらには、子育て

世代に遠野の沢山の施策の魅力を再認識して

いただきたいと力強く訴えていただきました。

そして最後には、遠野の恵まれた財産を守り、

子どもたちの希望と夢を育む街になるよう自

分が貢献していきたいとおっしゃいましたが、

その決意を大切にして必ずやその思いが実現

することを願っております。夢乃議員をはじ

め、わらすっこの皆さんは遠野にとってかけ

がえのない財産であります。いきいきと活動

するわらすっこのために、私たち大人は考え、

見守り、寄り添い、しっかりと支えて参りま

す。本日、このわらすっこ議会では、14人の

議員の皆さんからたくさんの夢が発表されま

したが、発表で共通していることに、皆さん

が遠野を好きなこと、そして遠野の自然・文

化・郷土芸能が好きで大切に伝えていきたい

と考えていることがよくわかりました。私た

ち議員は、皆さんたちをがっかりさせないよ

う、より一層頑張ってまいります。わらすっ

こ議員の皆様も、本日発表していただいた夢

と希望を今後も持ち続けていただき、遠野の

未来に希望をもたらしていただけることを心

から願っております。貴重なご提言、誠にあ

りがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 以上で、わらすっ

こ議員全員からの意見発表を終了します。 

 

  総括 

○議長（浅沼幸雄君） 次に日程第３、意

見への総括に進みます。総括は、教育長・市

長・議長の順に申し上げます。菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君） 教育長の菊池で

ございます。まずは、わらすっこ議員の皆さ
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ん。今日は土曜日ですけれども、出席してく

ださってありがとうございます。それから傍

聴席でお聞きになさっているご家庭の皆さん、

それから学校関係の皆さん、関係機関の皆さ

ん、日頃からのご支援とご協力に感謝を申し

上げます。きょうですね、わらすっこ議員さ

んの意見発表を聞いて率直に思ったのは何か

というと、皆さんの頼もしさです。これから

の遠野又は岩手県なり、日本、世界。そうい

うふうな世界を今後担っていくあなたたちが、

自分の考えを、しかも根拠をもって、そして

自分の経験も生かしながらそういうふうな発

表をしてくださったということが、非常に頼

もしく感じました。例えば、いま遠野市の課

題というのがあって、その課題が医療なり、

福祉なり、少子高齢化なり、環境なり、そう

いうふうな切り口を自分なりの経験と学習し

てきたものを使って、結論を導いている。こ

ういうふうな考え方の営みというのは、非常

に大切で、これは大人になっても変わらない

ものだというふうに私は思っています。どの

視点をどういうふうに考えていくかという事

は、それぞれの皆さんの経験というのが大き

く作用すると思います。そういう面で言うと、

小学生の皆さんの発表、中学生の皆さんの発

表、高等学校の皆さんの発表、それぞれその

発達段階に応じた＿いや、それよりももちろ

ん高いレベルの発表をしてもらっているので

すが、それをこの場で聞くことができるとい

う事も皆さんの経験値が上がる一つであろう

というふうに持っております。皆さん夢の中

で、例えば、医者になりたい、あとは車の製

造、あとはスポーツ店、作家、教師等々明確

な自分の夢を持っているということが分かり

ました。私はいま、教育委員会の責任者にな

っています。皆さんの夢をかなえるために、

教育委員会ができること、つまり学校ができ

ることというのは、本当に多くあるんだろう

なというふうに思います。皆さんの持ってい

る夢。チャンスを広げるようこれからも努力

してまいりたいなというふうに私個人的には

思ったところでございます。きょうはありが

とうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、本田市長。 

○市長（本田敏秋君） 議長から指名をい

ただきまして、発言の機会をいただきました。

わらすっこ議会、議員の皆様から大変貴重な

意見、提言いただきました。昨日、事前通告

を受けた皆さんの意見、提言読ませていただ

きました。そして、この本会議場で皆さんが、

この演壇に立ちまして堂々の意見を発表して

おりました。緊張感があふれておりました。

市会議員の皆様も、それぞれ皆さんの発言に

しっかりと受け答えをしながらの議論が交わ

されたというそのような本会議でありました。

わらすっこ議会、「わらすっこ」。小学生議員

もおれば、中学生議員もおる。高校生議員も

いる。それぞれ立場によって、思いあるいは

意見、それは異なることは当然であります。

しかし、共通しておったのは夢・希望・可能

性さらには私は非常にうれしく思ったのは、

遠野への熱い思いといったようなものをしっ

かりと踏まえながらの皆さんの意見でありま

した。小学生議員は、小学生議員なりの。中

学生議員は、中学生議員としてしっかりと足

元を見ながら。そして高校生議員は、わらす

っこ支援委員会の方にも入ったという中で、

堂々の正に自らの意見を自らの言葉の中で話

しておったということになったわけでありま

す。そういった中におきまして、小学校議員

にも、中学校議員にも、高校議員にも、そし

てまたこれは私が好んで使っている言葉であ

りますし、いつも何かのときにはこの言葉を

引用させて頂いております。私自身も好きな

言葉であります「夢無きものに、理想なし。

理想無きものに計画なし。計画無きものに、

実行なし。実行ないものに、成功なし。ゆえ

に夢無きものに成功なし。」という言葉があ

ります。皆さんには、夢、理想、あるわけで

あります。いまの発言した＿本会議場で発言

したこれに向かって、しっかりと自分なりの

計画を持ちながら、そしてまた多くの、お父

さんお母さん、家族の皆さん、地域の皆様に

いろいろ相談をしながら、一つ一つそれに階

段を上っていくとなれば、必ず自らの夢・希

望・可能性といったものに近づく。あるいは

それを手に入れることができるということが

できるということになろうかと思っておりま

すので、この本会議場で、素晴らしい経験を

した。これをしっかりと受け止めながら、ま

た再びこの本会議場で、議論を交わすことが

できることを私もワクワクしながら楽しみに、

皆さまが、わらすっこ議員から本物の＿いま、

こちらにおります市会議員、あるいはもっと
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もっと夢・希望・可能性に挑むようなそのよ

うな形で成長することを心から期待を申し上

げ、総括的な私のコメントとさせていただき

ます。意見、提言、本当にありがとうござい

ました。 

○議長（浅沼幸雄君） 私たち遠野市議会

議員18名は、一昨年、平成30年10月の公職選

挙法による市議会議員選挙において、当選し

た18名でございます。その18名を代表しまし

て、私からも３点申し上げます。まず第１点

目、きょうはわらすっこ議員の皆さん、おそ

らく緊張＿まだ緊張していることと思います。

そういった中で本当に頑張ってくれたなと、

ありがたく思っております。人間が生きてい

くときに＿ちょっと難しい言葉になるかもし

れませんけれども、変換点、どっかで＿振り

返ってみると、どっかで自分が考え方が変わ

ったとかという事は、人生に何度かあると思

います。あとで振り返ってみたときに、きょ

うが皆さんの変換点になる日になるのではな

いのかなと感じました。是非、きょうを機会

に益々皆さん、頑張っていただきたいなとい

うのが、まず１点。２点目は、むかし、アメ

リカの大統領でジョン・Ｆ・ケネディという、

若くて大統領になって＿暗殺されて亡くなっ

たんですけれども、この方が大統領になった

時に言った言葉、「アメリカが自分に何をし

てくれるのかではなく、自分がアメリカのた

めに何ができるのかを考えてほしい。」国民

に向かってそのように申し述べました。これ

を、このまま借りて言うのであれば、遠野市

が自分たちに何をしてくれるのかではなく、

自分たちが遠野市のために何ができるかを、

私たち議員も含めて考えてみましょう。３つ

目であります。これから14文字の言葉を皆さ

んにプレゼントします。「上見て進み、下見

て暮らせ。」上見て進みというのは、勉強で

も仕事でも満足することなく、上には上があ

るんだと。それを目標にして進むと。下見て

暮らせは、自分たちの生活。あぁなんか、お

金ないな、食べ物、食べたいもの食べられな

いな。と思うのではなく、まだまだお金のな

い人たちや食べ物に困っている人たちがいる

んだという気持ちで生活をしてください。以

上、３つ申し上げまして、私のきょう、わら

すっこ議会を開催していただいたし、そして、

皆さんのいろんな意見を聞いた感想とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

  発議案第１号「わらすっこの夢と希望 

  のために遠野市全体で応援するまちづ 

くり宣言」 

○議長（浅沼幸雄君） 次に日程第４、発

議案第１号「わらすっこの夢と希望のために

遠野市全体で応援するまちづくり宣言」の採

択についてを議題といたします。提出者の説

明を求めます。わらすっこ議員 14番 菊池

夢乃君。 

 〔わらすっこ議員14番 菊池夢乃君登壇〕 

○わらすっこ議員14番（菊池夢乃君） 令

和元年度遠野市わらすっこ議会発議案「わら

すっこの夢と希望のために遠野市全体で応援

するまちづくり宣言」私たちは、この遠野と

いう郷土に生まれ、家族・地域・市民の皆さ

んに支えられ、そして、愛されています。き

ょうは、遠野市わらすっこ条例第７条に規定

されている、「意見を表明し、その意見が尊

重される権利」を具体化する機会として、

「遠野の未来を創造してみよう～私の夢と希

望～」をテーマに様々な視点から意見を発表

させていただきました。遠野市民憲章前文の

「永遠の日本のふるさと遠野」は、私たちも

大切にしていきたい将来像であります。私た

ちはいま、私たちにできることに挑戦し、さ

らに将来先頭に立って、この遠野の郷土・自

然・文化・財産を継承していきたいと心から

思っています。こよなく遠野を愛すること、

いわゆる地域への愛着心は、大人の皆さんか

ら教えていただいた大切な心の一つとして、

忘れてはならないものだと認識しているとこ

ろであり、遠野は日本、世界に誇れる豊かな

自然と伝統が息づく日本のふるさとです。こ

の恵まれた環境に感謝し、伝統を継承しつつ、

新たな時代を創造・発展していけるよう未来

に向かって一歩ずつ進んで行くことを宣言し

ます。わらすっこ議員の皆さん、わらすっこ

の夢と希望のために遠野市全体で応援するま

ちづくりを宣言することにご賛同をお願いし

ます。令和２年２月22日 わらすっこ議会議

員 代表 菊池夢乃。 

○議長（浅沼幸雄君） これより、質疑を

許します。質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（浅沼幸雄君） 質疑なしと認め、

質疑を終結いたします。これより討論に入り
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ます。 

反対討論ありませんか。 

〔「討論なし」の声あり〕 

○議長（浅沼幸雄君） 討論なしと認め、

討論を終結いたします。これより発議案第１

号についてを採決いたします。採決は、表決

システムにより行います。 

本案は先ほど説明のあったとおりで良いと考

え、宣言を採択することに賛成のわらすっこ

議員は１の賛成ボタンを、反対のわらすっこ

議員は２の反対ボタンを押してください。 

（ 投票・ボタン押下 ） 

○議長（浅沼幸雄君） 押し間違いはない

ですか。 

〔「なし」と呼ぶ声あり。〕 

○議長（浅沼幸雄君）以上で表決を締め切

ります。採決を確定します。 

（ 採決結果確認 ） 

○議長（浅沼幸雄君） 賛成全員でありま

す。よって、発議案第１号は原案のとおり可

決され、宣言は採択されました。 

○議長（浅沼幸雄君） 以上で本日の日程

は、全部終了いたしました。 

 

○議長（浅沼幸雄君） 閉会をわらすっこ

議員 13番 菊池早姫君。お願いします。 

 〔わらすっこ議員13番 菊池早姫君登壇〕 

○わらすっこ議員13番（菊池早姫君）これ

で令和元年度わらすっこ議会を閉会いたしま

す。 

 

○議長（浅沼幸雄君） 本日は、これにて

閉会いたします。皆様、お疲れ様でした。 

 

 

終了 午後３時42分 
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令和元年度遠野市わらすっこ議会会議録（付録） 

会期日程（１日間） 

日 次 月  日 曜 会議別 開議時刻 日     程 

第１日 ２月22日 土 本会議 午後２時 

開 会 

１ 諸般の報告 

２ 議会の進行及び会期について 

教育民生常任委員長報告 

３ 意見発表 
 （わらすっこ議員 1番から 14 番まで） 

  わらすっこ議員からの発表と 

市議会議員からの講評、感想等コメント 

４ 意見への総括 

   市長、教育長、議長から 

５ 発議案・宣言決議 
   提案理由の説明、質疑、討論、採決 
閉 会 

 
 

〔発議案〕 

番号 件 名 付託委員会 議決月日 議決結果 

１ 
「わらすっこの夢と希望のために遠野市全体で応

援するまちづくり宣言」の採択について 
－ ２月22日 

原案可決 

採  択 

 


